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第72号＿1一
膿欄難
人ロ50，142

　男25，9S2

　女26，190

世帯籔　9．552

市民税（第3期）
国民健康保険料（第4期）

　納期10月31日
ー
β
・
ト
3
，
ま

十

月
八
日
落
成
式

雪
国

　
　
　
　
、

に
β
さ

待
望
の
而
民

体
育
舘
は
こ
の

程
よ
う
や
く
完

成
の
運
び
と
な

り
釆
月
八
日
喜

び
の
落
成
式
が

行
わ
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
市
民
体

育
舗
は
、
雪
国

に
ふ
さ
わ
し
い

設
計
で
作
ら

れ
、
屋
根
は
雪

の
自
然
落
下
に

意
を
用
い
て
カ

マ
ボ
コ
型
の
モ

ダ
ン
体
育
舘
で

す
。
設
計
並
び

に
施
工
は
東
京

の
生
研
建
設
株

式
会
社
で
昨
年

＋
月
に
着
工
以

来
約
一
ヵ
年
余

完
成
し
た
わ
け

わ
し
、、

ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂

一
で
総
工
費
は
五
千
百
六
十
万
円
で
国

民
年
金
融
資
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
今
後
は
弔
民
ス
ボ
ー
ッ
の
殿
堂

と
し
て
大
い
に
活
用
、
体
育
の
振
興

に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
同
体
育
舘
の
工
事
並
び
に
建
物

概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
〔
工
嘉
概
要
〕

建
築
場
所
＋
日
町
而
学
校
町

敷
地
面
積
約
六
・
六
〇
（
）
平
万

　
　
　
　
　
米
（
約
二
・
○
○
○
坪
）

建
築
面
積
二
、
〇
九
二
・
五
平

　
　
　
　
　
万
米
（
約
六
三
三
坪
）

構
　
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

蒙
物
概
用
〕

一
総
工
事
費
五
。
一
六
〇
ガ
円

一
一
階
丁
五
二
七
平
万
米
（
約

』
四
六
二
坪
）
、
ス
テ
ー
ジ
、
正
面
ロ

一皿
ビ
ー
、
競
技
場
、
選
手
控
室
、
シ
ャ

マ
柔
集
塞
塁
、
事

一
務
室
な
ど
。

一一
二
階
四
九
一
平
方
米
（
約
一

一
四
八
●
五
坪
）
（
垂
。
最
容
）

藷
・
て
階
段
式
霧

一
地
下
室
七
四
・
五
平
方
米
（
約

二
二
、
五
坪
）
格
納
庫

競
技
場
九
五
二
平
方
米
（
二

八
八
五
・
坪
）
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
．

一
面
、
バ
レ
ー
・
ボ
ー
ル
ニ
面
、
バ

ト
ミ
ト
ン
・
コ
ー
ト
六
面
、
テ
ー
ブ

ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
卓
球
）
十
面

　
こ
の
ほ
か
柔
、
剣
道
、
平
行
棒
、

鉄
棒
、
鞍
馬
、
体
操
、
吊
環
等
も
で

き
ま
す
。
照
明
は
一
万
八
百
ワ
ッ
ト

　
　
記
念
行
事

　8

日
　
午
後
一
時
市
民
体
育
舘
落

　
　
　
成
式
挙
行

　9

日
　
一
般
公
開
N
H
K
公
開
番

　
　
　
組
放
送
「
放
送
演
芸
会
」

　
　
　
昼
夜
二
回
開
催

響
1
0
日
　
織
物
関
係
工
場
従
業
昌
慰

　
　
　
安
会

11

日
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
早
慶
戦

B
日
　
三
橋
美
智
也
歌
謡
シ
ヨ
i

18
自
　
巾
魚
、
十
日
町
市
小
中
学

　
　
　
校
音
楽
交
歓
会

25
目
　
市
民
排
球
大
会

蓬
8
日
松
竹
歌
劇
団

｝

新
潟
ま
で
直
通

　
　
吉
㍗
新
潟
間
準
急
近
く
実
現

　
十
日
町
1
新
潟
間
の
灘
急
運
行
間
㎜

．
題
は
か
ね
て
村
山
市
長
を
は
じ
め
関

係
看
が
新
鉄
局
に
「
国
鉄
飯
山
線
改

善
に
関
す
る
請
願
書
」
を
提
出
、
一

方
地
元
選
出
の
田
中
彰
治
代
議
士
を

通
じ
て
国
鉄
本
社
に
も
陳
情
し
て
強
．

力
な
政
治
運
動
を
展
開
し
た
結
果
、

同
準
急
運
行
の
実
現
が
ほ
ぽ
内
定
し

順
調
に
ゆ
け
ぱ
釆
月
か
ら
運
行
さ
れ
㎜

る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

地
元
側
で
は
鉄
道
利
用
債
の
負
担
が

あ
る
た
め
先
月
末
、
侵
岡
市
、
小
千

谷
市
の
ほ
か
中
魚
各
町
村
当
局
者
が

十
日
町
市
役
所
に
集
り
、
総
額
五
千

二
百
二
十
万
円
（
う
ち
県
が
半
額
負

担
）
の
半
額
を
そ
れ
ぐ
各
市
町
村

で
割
出
し
引
受
け
を
承
諾
い
た
し
ま

し
た
。
正
式
な
運
行
期
日
や
ダ
イ
ヤ

等
に
つ
い
て
は
い
す
れ
決
る
と
思
い

ま
す
が
一
応
予
定
さ
れ
て
い
る
運
行

．
期
日
は
十
一
月
一
円
か
ら
で
発
車
時

刻
は
十
日
冊
発
午
前
八
時
三
十
分
、

小
千
谷
ま
で
各
駅
停
車
し
長
岡
ま
で

無
停
車
、
新
潟
着
†
時
四
十
四
分
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
上
り
は
新
潟
、

　
　
　
公
売
公
告

当
市
管
内
立
木
を
下
記
の
と
お
り
公
売
い
た
し
ま
す
か
ら
買
受
希
望

者
は
売
払
物
件
明
細
書
及
び
契
約
書
案
を
参
照
し
現
物
熟
覧
の
う
え

十
日
町
財
務
規
則
を
遵
守
し
市
有
林
野
の
売
払
手
続
き
を
承
知
の
う

え
入
札
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
記

ω
現
地
案
内
の
日
時

　
昭
和
三
十
七
年
十
月
十
六
日
午
前
九
時
～
十
一
時
　
大
　
平

　
　
　
同
日
午
後
二
時
～
四
時
木
発
堂

②
入
札
日
．
時
及
び
場
所

　
昭
和
三
十
七
年
十
月
二
十
日
午
前
九
時
開
始
午
前
十
一
時
締
切

　
締
切
後
即
時
開
札
。
十
日
町
市
役
所

⑧
売
払
物
件
の
所
在
地
、
樹
種
、
及
び
数
量
、
売
払
番
号
並
び

　
　
に
搬
出
期
間
は
別
紙
売
払
物
件
明
細
書
参
照
の
こ
と
。

　
樹
種
　
　
本
　
数
　
　
　
材
　
　
積
　
　
ロ
数

　
　
杉
二
、
四
二
八
本
一
、
〇
一
三
立
方
米
三

　
　
蘇
七
雑
六
盛
霧
三

㈲
入
札
保
障
金
は
各
自
見
積
額
の
百
分
の
五
以
上
、
現
金
ま
た
は

　
　
国
債
と
す
る
。

⑤
売
払
物
件
明
細
書
及
び
契
約
書
案
の
閲
覧
場
所
は
市
役
所
。

㈲
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所
財
政
課
へ
照
会
し
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
二
丁
目
・
電
話
（
十
日
町
）
三
二
一
番

発
午
後
六
時
五
十
五
分
、
長
岡
着
七

時
五
†
八
分
、
川
口
着
八
時
四
十

分
、
十
日
町
着
九
時
三
分
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

目
標
額
八
十
二
万
円

赤
い
羽
根
共
同
募
金

一　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
本
年
第
六

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ご
承
知
の
と

お
り
こ
の
募
金
運
動
は
、
国
民
た
す

葱
縮
神
の
覇
か
皇
気
の
毒

一
な
人
女
を
援
助
す
る
も
の
で
あ
り
ま

一
す
。
十
日
町
市
の
目
標
額
は
八
十
二

一
二
万
一
千
九
百
五
十
円
で
す
が
目
標

一
護
に
轟
あ
る
ご
舅
を
醸
い

臨
』

32．4m

　
愛
の
封
筒
募
金

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
取

一
扱
い
の
「
愛
の
封
筒
募
金
運
動
」
は

去
る
九
月
末
日
で
一
応
完
了
い
た
し

ま
し
た
が
募
金
高
は
十
二
万
七
千
二

百
五
十
一
円
で
し
た
の
で
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

「
し
ま
す
。
尚
各
地
域
毎
の
目
標
額

一
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
▽
十
日
町
二
九

π
三
五
。
円
▽
塁
西
七
・
．

皿
三
七
〇
円
▽
下
条
六
六
、
一
一
〇
円

、
▽
吉
田
六
九
、
三
〇
〇
円
▽
川
治
九

｝一
九
、
四
七
〇
円
▽
六
箇
一
八
、
四
〇

一
。
円
▽
水
沢
＝
二
、
九
五
。
周

一写真は市民体育舘一
市民f本育舘　　1階平面図

ステ　ー　ノ

下は地下室

控
　
　
室

ρ
ノ
カ
ー
宇

－
r
器
興
唖
小
第
禽
｛

男
r
便
、
所

場技競

控
　
　
室

P
ッ
カ
ー

ー
ヤ
　
　
　
　
一

　
用
務
貝
室

ワ
ー

事
務
室
　
女
子
便
所

35m

ど
う
ぞ
ご
利

用
を

　
　
　
　
公
益
質
舗

　
公
益
質
舗
は
誰
で
も
利
用
出
来
ま

す
。
低
利
で
し
か
も
簡
単
な
借
入
れ

・
の
で
き
る
公
益
質
舗
を
ご
利
用
下
さ

，
い
．

取
扱
い
の
方
法

①
貸
付
金
額
は
一
璽
一
ギ
円
以
内
、

　
一
は
帯
二
万
円
以
内
、
利
子
一
ヵ

　
月
三
分
。

②
貸
付
後
四
ヵ
月
で
流
質
と
な
り
ま

　
す
。

③
利
用
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か

　
ら
午
後
五
時
ま
で
但
し
日
曜
祭
出

　
は
休
み
。

④
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
身
分
証

　
明
書
叉
は
配
給
通
帳
等
を
見
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

　
テ
ニ
ス
コ
ロ
ト

　
完
成
　
　
城
ケ
丘

　
市
内
城
ヵ
丘
に
建
設
中
で
し
た
市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
三
面
）
は
こ
の

ほ
ど
で
き
あ
が
り
十
四
日
コ
ー
ト
開

き
を
行
い
ま
す
。
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貯
十
｝
“

一
＝
一
一
一
三
一
τ
三
…
一
雪
三
一
三
三
τ
三
一
謄
－
甲
一
二
一
三
三
一
三
三
一
一
一
一
三
＝
一
三
』
丁
三
一
一
冒
三
二
一
．
一
一
三
F
一
一
．
．
ニ
ロ
一
一
三
F
－
．
．
一
＝
一
．
三
『
嶋

明
る
い
市
色
と
共
に

　
豊
か
な
市
づ
く
リ
ヘ
努
力

　
　
　
＋
日
幣
長
村
山
謙
吉

　
こ
の
た
び
十
日
餅
青
年
会
議
所
の
お
肯
折
り
で

十
日
町
市
に
ふ
さ
わ
し
い
「
市
色
」
が
決
ま
り
ま

し
た
。
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

十
日
町
市
も
近
時
に
幻
き
ま
し
て
直
江
津
ー
十
目

町
1
⊥
ハ
日
町
線
な
ど
の
国
道
昇
格
、
上
越
西
線
の

調
査
線
編
入
、
飯
山
線
の
準
急
運
行
と
そ
れ
に
地

元
織
物
産
業
の
好
況
と
共
に
而
全
体
が
明
る
い
空

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
あ
た
り
近
代

的
な
「
市
色
」
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
意

義
あ
る
こ
と
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
今
後
も
こ
の
巾

色
を
各
方
面
に
活
用
し
、
豊
か
な
而
づ
く
り
に
遇

進
し
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

補
調
色
（
黄
緑
）

　
L
ゴ
ー
ル
ド
・
グ
リ
ー
ン

　
　
　
黄
金
色
…
明
る
さ
と
豊
か
さ
と
を

　
　
　
表
わ
す

　
2
ナ
イ
ル
・
グ
リ
ー
ン

　
　
　
ナ
イ
ル
色
…
文
化
の
起

　
　
　
源
を
含
む
エ
ジ
プ
ト
ナ
イ

　
　
　
ル
河
の
包
容
力
を
表
わ
す

補
調
色
（
灰
紅
色
）

　
L
ロ
ー
ズ
・
グ
レ
ー

　
　
　
バ
ラ
色
に
沈
静
な
趣
き
を

　
　
　
加
味
し
た
内
省
を
含
ん
だ

　
　
　
熱
意

　
λ
コ
リ
シ
ャ
ン
・
ピ
ン
ク

　
　
　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
高
推
さ

　
　
　
を
含
ん
で
い
な
が
ら
は
な

　
　
　
や
か
さ
保
つ
ビ
ン
ク

　
3
グ
リ
ー
ク
ロ
ー
ズ

ギ
リ
シ
ャ
ロ
ー
ズ
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
高

雅
と
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
王
朝
の
華
麗
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
ロ
ー
ズ
色
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＝
．
ロ
∈
冒
三
一
τ
一
幽
．
二
＝
三
一
一
一
一
三
－
∈
冒
騨
三
F
一
一
一
一
∈
冒
一
三
一
三
一
二
＝
．
噌
三
τ
一
冒
一
＝
一
．
三
一
＝
一
一
．
∈
．
一
一
一
一
＝
㌔
『
∈
一
旧
三
一
三
一
甲
一
一
三
三
＝
甲
一
一
．
二
一
一
一
三
『
＝
曙
．
＝
三
三
一
三
一
一
．
＝
三
三
一
一
一
モ
．
モ
デ
も
＝
三
．
∈
留
三
『
三
二
一
一
一
三
一
三
一
三
＝
一
一
三
『
一
罵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
【
」
ー
ヤ
｛
」
6
3
一
　
　
亀
』
7
弍
　
1

一160
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1
交
通
事
故
な
防
“
b
、
り

正
し
い
歩
行
、
正
し
い
運
転

　
去
る
十
一
日
か
ら
秋
の
変
通
安
全

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
変

通
事
故
ぱ
相
変
ら
す
絶
え
間
が
な
く

日
を
追
っ
て
増
え
る
ぱ
か
り
で
す
。

十
日
町
市
内
に
お
き
ま
し
て
も
今
年

に
入
っ
て
去
る
九
月
二
十
日
現
在
、

三
十
三
件
の
変
通
事
故
が
発
生
し
て

お
り
一
名
が
死
亡
、
傷
者
三
十
四
人

を
数
え
て
記
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
物

的
損
害
額
は
六
十
六
万
七
千
七
百
円

ド
が

に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
事
故
の

う
ち
歩
行
者
、
自
転
車
の
関
係
す
る

も
の
は
総
件
数
の
六
十
五
％
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
交
通
事
故
防
止
の
た

め
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て
而
民
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
実
施
事
項

一
、
正
し
い
運
転
の
遵
守

0
譲
り
合
い
の
気
持
に
よ
る
安
全
運

　
転

②
横
断
歩
道
に
お
け
る
一
時
停
止
、

　
ま
た
は
徐
行
の
励
行
、
左
右
に
注

　
意

③
飲
酒
運
転
の
絶
滅

④
虐
路
上
の
幼
児
に
対
す
る
安
全
運

　
転

　
一
、
正
し
い
歩
行
の
励
行

　
一
一
一
一
冒
一
一
一
一
一
一
一
＝
”
一
帽
一
一
一
一
輔
一
冒
冒
一
一
一
一
一
一
一
隔
一
”
一
＝
一
御
噌
層
一
一
一
＝
一
一
9
一
－
鱒
鱒
一
一
一
－
一
一
嘗

1第72号
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さ
き
の
通
常
国
会
で
成

立
し
た
国
民
年
金
法
の
改

正
に
よ
り
三
十
七
年
十
月

一
日
か
ら
恩
給
等
の
公
的

年
金
と
福
祉
年
金
の
併
給

①
右
側
通
行
の
励
行

②
正
し
い
横
断
の
励
行

①
幼
児
の
路
上
の
遊
び
、
ひ
と
り
歩

き
の
防
止

三
、
雇
用
者
の
義
務
観
念
の

　
向
上

0
交
通
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
無
理

　
な
運
転
を
強
要
し
な
い
こ
と

　
1
且
量
墨
き
●
き
↓

定
期
種
痘
が
始
ま

り
ま
す

　
本
年
度
の
定
期
種
痘
が
十
月
末
か

ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
該
当
者
は
も
れ
な
く
接
種
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
接
種
料
は
一
人
十

円
。

〔
第
一
期
〕
該
当
者

　
昭
和
三
†
六
年
七
月
一
日
か
ら
六
　
、

月
三
十
日
ま
で
に
生
れ
た
も
の
及
び

昭
和
三
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
六
月
ー

三
＋
日
滝
星
れ
奄
の
で
茎

実
施
し
な
カ
っ
た
も
の
。

「
第
二
期
〕
該
当
者

が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
福
祉
年
金
受
給
優
格

者
で
厚
生
年
金
や
晋
通
恩
給
な
ど

の
公
的
年
金
の

場
台
は
そ
の
額

が
二
万
四
千
円
未
満
で
あ
る
場
合

に
限
り
二
万
四
千
円
と
そ
の
公
的

年
金
の
額
と
の
差
額
を
秘
軍
人
な

ど
の
公
務
扶
助
料
や
増
加
恩
給
、

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金

や
瞳
害
隼
金
な
ど
戦
争
公
務
の
理

由
に
よ
る
公
的
年
金
に
つ
い
て
は

②
車
輌
の
運
行
計
画
及
び
労
務
管
理

の
適
正
化
を
計
る

③
常
に
車
輌
の
完
全
整
備
を
実
施

四
、
交
通
環
境
の
整
備

0
溝
路
上
広
告
物
の
撤
去

⑭
車
は
璽
庫
に
格
納
し
路
上
を
整
理

　
す
る

①
甫
路
上
を
無
料
使
用
し
、
放
置
し

　
た
自
、
転
車
な
ど
物
件
は
至
急
撒
云

　
す
る

五
、
ふ
み
切
り
安
全
通
行
の
徹
底

①
ふ
み
切
り
一
時
停
止
に
よ
る
安
全

　
確
保

⑭
ふ
み
切
り
安
全
設
備
及
び
諸
標
識

　
の
点
検
整
備

④
ふ
み
切
り
附
近
の
環
境
整
備
並
に

　
道
路
上
立
木
枝
等
の
徐
去

露
雛
難

一
　
、

；
　
実
施
機
関

　
㎜
　
十
日
町
市
社
会
福
祉
事
務
所
、
十

、
　
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
県
立

昭
和
三
＋
禽
月
小
蓬
入
一

学
す
る
も
の
．

〔
第
三
期
〕
該
当
者

　
小
学
校
六
年
生
。

ご
ニ
ニ
コ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ヨ
ニ
ニ
ド
ニ
ニ
ニ
ニ
ロ
ニ
ロ
ニ
ワ
ニ
ニ
ロ
ニ
ニ
コ
ニ
ニ
ロ
ニ
ニ
ニ
ニ
ロ
ニ
ニ
ロ
　
ニ
ニ
ヨ
ニ
ニ
ニ
コ
ニ
ニ
ニ
コ
コ
ニ
ニ
ド
ト

そ
の
額
が
七
万
円
と
そ
の
公
的
年
　
的
佳
金
を
う
け
て
い
た
＼
め
福
祉
腿

金
と
の
姜
額
を
福
祉
年
金
額
（
老
年
金
額
の
一
部
を
停
止
さ
れ
て
い
型

令
、
母
子
、
準
母
子
は
年
額
一
万
た
も
の
で
三
＋
七
年
十
月
に
行
な
…
■

二
千
円
、
障
害
は
年
額
一
万
八
千
　
わ
れ
る
公
的
鉦
金
額
の
増
額
改
定
㎜

円
）
の
限
度
内
に
お
い
支
給
す
る
　
の
結
果
～
な
お
前
述
の
基
準
額
よ

も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
り
少
額
な
人
は
増
額
改
定
さ
れ
た

　
こ
の
併
給
循
置
に
よ
り
受
給
権
　
公
的
年
金
証
書
又
は
保
管
証
と
印

者
本
人
の
受
け
る
公
的
年
金
に
つ
　
鑑
そ
の
他
代
金
百
二
十
円
持
参
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
、
十
月
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
ま
で
に
市

改
善
さ
れ
た
国
民
年
金

い
て
こ
の
よ
う
に
支
給
制
限
が
緩

和
ざ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
従
来
福

祉
伍
金
額
を
ト
廻
る
公
的
年
金
を

受
け
て
い
た
＼
め
福
祉
年
金
の
裁

定
請
求
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
又

は
、
全
額
支
給
停
止
さ
れ
た
も
の

及
び
福
祉
年
金
額
よ
り
少
額
な
公

民
課
国
民
年
金
係
へ
福
祉
年
金
裁

定
請
求
書
父
は
、
福
祉
年
金
支
給

停
止
関
係
届
（
用
紙
は
市
役
所
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

　
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
市
民
課

国
民
年
金
係
に
御
照
会
下
さ
い
。
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川
＝
一
＝
＝
昌
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
≡
＝
＝
＝
一
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
3
＝
雷
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
昌
一
＝
＝
－
累
＝
＝
一
＝
＝
一
一
一
＝
二
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
…
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
砧

　
＋
日
町
病
院

二
、
診
査
及
相
談
内
容

　
医
療
、
生
活
、
職
業

｝
三
、
対
象
者

一　
目
が
悪
い
、
目
が
見
え
な
い
で
困

　
っ
て
い
る
一
般
、
児
童
。
耳
か
悪

　
い
耳
が
聞
え
な
い
で
困
っ
て
い
る

　
　
［
般
児
童
。

四
、
実
施
方
法

①
医
療
柑
談
、
聴
覚
H
十
日
町
病
院

　
渡
辺
先
生
、
視
覚
H
十
円
町
病
院

　
　
（
登
坂
眼
科
）
登
坂
先
生

②
生
活
及
び
職
業
相
談
旺
十
日
町
市

【
藝
福
祉
霧
所
関
係
醤

五
、
日
程
及
会
場

　
〔
日
程
〕
昭
和
三
十
七
年
十
月
二
十

一
　
五
日
（
木
）
午
前
九
時
か
ら
午
後

断
時
ま
で
・
受
9
は
で
き
る
だ

一一
　
け
午
前
で
終
了
し
た
い
考
え
で
す

一
〔
会
場
〕
県
立
十
日
町
病
院

＝
ハ
車
込
方
法

　
希
望
者
は
前
も
っ
て
九
月
二
†
一

　
　
日
ま
で
に
十
円
町
市
社
会
福
祉
事

一
務
所
へ
墨
ね
が
い
ま
す
．
尚

一
　
　
診
断
料
は
無
料
で
す
。

　
　
　
膨

1 且

評
価
方
法
が
変
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
　
定
　
資

一一
　
本
年
三
月
、
地
万
税
法
の
一
部
改

ロ

「正
に
よ
り
固
定
資
産
の
評
価
万
法
が

つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
何
と
ぞ

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
〔
改
正
の
要
点
〕

救急車がきました
i　　ロータリー・クラブが寄贈

　　　　《《爾》【》の㌧角∪《6μ㌧一㌧《」《

　　相次ぐ交通事故に備えて”救急車をπ
1　と、十日町ロータリー・クラブ（会長
：　山内軍平氏）ではこのほど救急車一台
1　を寄贈しました。十日町市にはこれま
i　セ救急車がなく事故発生によるケガ人
1　の運搬に消防自動車を使用しており・
＝　巷に救急車常置の声が強かつたところ
1　へ同クラブが卒先“我々の手で”と寄
＝　贈してきたものです。市では早速この
：　救急車を消防署に常置して同本部の管
1　理により、ケガ八、急病人等の運搬に
＝　役立たせることにしました・
＝　（写真はロータリークラブから贈られ
1　　た救急車）

災
害
時
の
間
合
わ
せ
は

し
な
い
よ
・
つ

　
　
　
　
　
　
　
潟
防
署
か
ら
お
願
い

　
消
防
署
の
チ
ャ
イ
ム
は
毎
日
午
前
部
と
無
線
連
絡
し
な
が
ら
現
場
に
急

七
時
三
十
分
、
午
後
九
時
三
十
分
に
行
火
災
現
場
に
到
着
す
る
や
、
直
ち

火
災
の
発
生
、
緊
急
事
態
の
発
生
等
に
火
災
の
状
況
を
本
部
に
報
告
し
、

に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
緊
急
放
送
い
状
況
に
よ
っ
て
更
に
ボ
ン
プ
出
動
要

た
し
て
葡
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
請
し
ま
す
。
こ
の
と
き
火
災
の
間
い

特
に
火
災
の
場
A
［
は
場
所
、
氏
名
、
　
合
わ
せ
電
話
が
多
い
と
現
場
及
び
消

状
況
等
を
具
体
的
に
緊
急
放
送
い
た
防
関
係
者
へ
の
連
絡
が
で
き
す
、
大

縦
讐
鶏
謄
舖
卿
鳩
旛
蔽
礪
藷
鉱
晶
灘
腔
繰

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
九

　
消
防
署
で
は
火
災
が
発
生
い
た
し
し
ま
す
・

ま
す
と
、
消
防
車
二
台
出
動
し
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
産

一
　
評
価
方
法
の
統
一

　
改
正
前
は
国
の
定
め
た
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
評
価
し
た
而
町
村

と
賃
貸
価
格
に
一
定
の
倍
数
を
、
乗
じ

て
評
価
し
課
税
す
る
市
町
村
と
そ
れ

ぞ
れ
別
た
で
あ
り
ま
し
た
が
今
回
の

、
ろ
寄
の
管
に
　
れ
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
…
…

　
　
　
速
部
運
　
贈
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
o
カ
　
　
　
　
・
、

　
　
　
　
。
置
急
ま
ク
　
　
＝

　
　
　
“
す
常
、
し
一
　
　
器

亡
ゆ
れ
物

　
　
　
会
計
課
窓
口
で

　
会
計
課
窓
口
で
つ
ぎ
の
と
而
り
印

判
七
箇
と
万
年
筆
一
本
が
忘
れ
も
の

と
し
て
保
管
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
お

気
付
き
の
万
は
而
出
で
下
さ
い
。

（
印
判
】

一
▽
水
昌
印
（
黒
色
ビ
ニ
ー
ル
ケ
ー
ス

マ
）
大
島

㎜
▽
黒
氷
牛
印
（
黒
色
皮
ケ
ー
ス
付
）

一「　
阿
部

▽
水
牛
印
（
黒
色
皮
ケ
ー
ス
付
）
斉

”

一
木

▽
木
印
佐
野
、
渡
辺
、
南
雲
，

　
山
内

【
万
年
筆
】

▽
バ
イ
ロ
ッ
ト
製
品
黒
色

改
正
で
は
国
で
定
め
た
基
準
に
よ
り

全
国
一
律
に
評
価
を
す
る
べ
く
義
務

す
け
た
こ
と
で
す
。

二
、
評
価
格
は
時
価
と
す
る

　
改
正
前
で
は
適
正
な
売
買
価
格
を
．
．

時
．
価
と
み
評
価
額
は
時
価
で
算
定
す

る
よ
う
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。三

、
価
格
の
統
一

　
市
町
村
の
固
定
資
産
税
、
国
の
相

続
税
、
贈
与
税
、
登
録
税
の
基
礎
と

な
る
価
格
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
お
り

ま
す
が
、
改
庄
で
は
特
別
の
事
情
の

な
い
限
り
こ
の
評
．
傾
格
に
よ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

四
．
評
価
の
実
施
年
度

　
改
正
法
で
は
土
地
に
つ
い
て
は
昭

和
三
十
八
年
ま
で
に
評
価
を
完
了
し

翌
三
十
九
年
度
か
ら
改
正
評
価
額
に

よ
り
課
税
さ
れ
、
家
屋
に
つ
い
て
は

昭
和
三
十
九
年
に
評
価
を
し
、
昭
和

四
十
年
度
か
ら
課
税
す
る
よ
う
規
定

し
て
お
り
ま
す
。
市
で
は
昭
和
三
十

七
年
度
に
円
畑
を
終
了
し
三
十
八
年

に
そ
の
他
の
土
地
を
評
価
完
了
の
計

画
に
よ
り
現
在
下
条
地
区
か
ら
開
始

し
て
い
ま
す
。
家
屋
に
つ
い
て
は
昭

和
三
十
九
年
に
実
施
終
了
し
、
償
却

資
産
に
つ
い
て
は
時
価
よ
り
評
価
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

て
お
り
ま
す
の
で
改
正
さ
れ
て
お
り
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

五
、
固
定
資
産
税
算
定
に
っ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
士
地
、
家
屋
の
評
価
額
が
時
価
に
耀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

改
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
固
定
．
資
産
昭
　
復
員
ボ
ケ
、
予
科
練
ク
ズ
レ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擢

税
が
増
額
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
鼎
ビ
ー
ト
、
ヵ
、
、
、
ナ
リ
族
な
ど
と
、
マ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

薄
が
改
正
法
で
は
現
行
税
額
議
ス
コ
、
、
、
吻
作
っ
た
青
箋
へ
の
異

廻
ら
な
い
よ
ろ
措
置
す
る
こ
と
に
な
朋
称
は
、
レ
ろ
く
の
意
味
を
含
め
な

っ
て
い
ま
す
個
人
く
に
よ
っ
て
は
㎜
が
ら
年
女
か
わ
っ
て
来
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

評
価
の
均
こ
う
上
に
お
い
て
増
減
が
躍
　
し
か
し
、
そ
の
青
年
た
ち
を
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
　
　
擢
か
こ
ん
で
い
る
大
人
た
ち
は
、
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

六
、
評
価
の
据
置
年
度
に
つ
…
た
い
ど
の
よ
う
に
青
年
た
ち
を
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
耀
し
、
青
年
た
ち
の
伸
長
を
ど
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

一
今
ま
で
は
土
地
、
家
屋
老
に
三
㎜
緩
め
て
い
る
こ
彪
ろ
う
．
そ
し

悪
と
に
猛
楚
を
し
て
い
ま
し
饗
ま
た
、
青
年
た
ち
自
身
は
ど
の
よ

一
た
が
改
正
で
は
物
価
の
麺
合
攣
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
伸
び
邦

蕪
器
確
に
改
訂
す
る
こ
㎜
こ
う
と
し
て
い
る
こ
彪
ろ
う
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π

一
以
上
改
正
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
い
耀

一
た
し
ま
し
た
が
十
日
町
市
と
し
て
は
卿

彌
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
評
瓢
＞

襲
し
ま
す
・
評
価
藻
上
義
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

き
ま
し
て
は
種
女
の
資
料
調
査
及
び
卿

”頂

調
に
発
育

有
利
な
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
種
豚

青
年
は
農
業
を

　
　
　
　
　
　
ど
う
考
之
る

一
土
地
立
ち
入
り
等
に
よ
り
ご
迷
惑
を
”
一

お
か
け
す
る
か
と
存
じ
ま
す
が
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
・
て
評
価
が
円
満
ぺ

一
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と

』
を
藁
し
ま
す
．
（
嚢
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

　
市
が
三
十
七
年
度
事
業
と
し
て
導

入
し
ま
し
た
新
品
種
ラ
ン
ド
レ
ー
ス

種
豚
は
雄
豚
、
雌
豚
と
も
各
飼
育
者

宅
で
順
調
に
発
育
し
て
お
り
ま
す
。

雄
三
頭
、
雌
一
頭
の
導
入
事
糞
で
し

た
が
三
十
六
年
度
始
め
て
日
本
に
輸

入
さ
れ
た
全
く
の
新
品
種
で
す
の
で

品
種
の
特
性
や
管
理
上
の
間
題
点
が

理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
而
と
し
て
も
又
、
飼
育
者
と
し
て

も
充
分
研
究
し
な
が
ら
管
理
し
て
来

ま
し
た
が
、
皮
ふ
病
に
な
っ
た
り
、

寄
生
虫
、
控
で
発
育
が
止
っ
た
り
、
呼

吸
器
病
に
な
っ
た
り
は
し
ま
し
た
が

最
近
は
飼
甫
者
が
熱
心
に
研
究
さ
れ

豚
も
難
し
い
仔
豚
、
中
豚
の
時
期
を

過
ぎ
ま
し
た
の
で
立
派
な
状
態
で
発

育
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
生
後
九
ヵ
月
に
入
り
ま

し
て
体
重
も
百
二
十
キ
ロ
超
え
て
性

殖
器
も
異
常
が
な
い
よ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
種
豚
と
し
て
の
能
力
を

高
め
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
繁
殖
に

供
用
し
た
い
も
の
で
す
。

　
市
の
導
入
し
た
目
的
は
ラ
ン
ド
レ

難
　“
”。
　

“
難
欝
艦
鋤
類
鱗

レ
ー
ス
の
盤
種
章
多
ヤ
種
讐
会
の
記
讐
、
髪
思

の
純
皿
種
と
の
交
配
に
よ
る
一
代
雑
に
話
し
あ
わ
れ
た
い
ろ
く
な
問
題

種
を
雄
、
雌
と
も
肉
用
と
し
て
肥
育
を
と
り
あ
げ
て
、
み
ん
な
で
考
え
て

し
て
行
く
計
画
で
す
の
で
繁
殖
用
ヨ
　
い
き
た
い
。

！
ク
シ
ャ
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
万
は
　
　
集
ま
っ
た
青
年
た
．
ち
の
職
種
は
さ

血
統
の
正
し
い
豚
を
飼
育
さ
れ
る
よ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
「
オ
レ
は
農

糞
欝
ま
す
饗
糞
耽
紹

　
　
2
8
日
十
日
町
、
川
治
地

　
　
区
秋
季
消
防
演
習

　
十
日
町
、
川
治
地
区
の
秋
季
消
防

演
習
が
二
十
八
日
十
高
グ
ラ
ン
ド
で

行
な
わ
れ
ま
す
が
当
日
、
十
日
町
消

防
署
の
サ
イ
レ
ン
を
は
じ
め
川
治
地

区
も
響
鍾
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
．

◎
外
見
が
悪
い
。
仕
事
の
内
容
が
原

　
始
的
で
あ
る
。
町
へ
勤
め
て
い
る

　
同
級
生
な
ど
に
出
会
う
と
、
気
が

引
け
る
。

◎
毎
日
の
仕
事
の
進
め
万
に
計
．
画
性

　
が
な
い
。
天
候
に
左
石
さ
れ
る
仕

　
事
で
あ
る
か
ら
だ
が
、
考
え
よ
う

　
に
よ
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
改
善
で
き

　
る
。

◎
生
活
横
式
が
近
代
化
さ
れ
て
い
な

い
。
古
い
し
き
た
り
だ
け
に
追
わ

れ
て
、
新
し
さ
に
心
を
回
け
る
こ

と
が
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
休
日
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
チ
ョ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
し
た
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
時
間
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
、
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ち
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
く
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
あ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
互
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
學
の
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
方
が
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
う
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
る
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
が
な
い

◎
現
金
収
入
が
年
に
た
っ
た
一
度
で

　
あ
と
は
金
が
な
い
金
が
な
い
と
毎

　
日
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
毎

　
日
で
は
、
将
来
へ
の
、
の
ぞ
み
な

　
ど
生
ま
れ
て
こ
な
い
。

◎
手
伝
っ
て
く
れ
る
二
、
三
男
は
、

　
ど
う
せ
オ
レ
タ
チ
は
百
姓
に
な
ら

　
な
い
の
だ
か
ら
と
、
仕
事
に
消
極

　
的
で
あ
っ
て
尚
更
面
日
く
な
い
。

　
自
分
だ
け
が
ギ
セ
イ
を
強
い
ら
れ

　
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

㎜る
ん
だ
一
。
と
い
う
沈
ん
だ
職
業
観
　
　
な
ど
と
、
円
頃
の
不
満
が
次
か
ら
資
料
と
し
て
意
味
深
い
。

が
農
業
青
年
に
共
通
し
て
い
た
と
い
次
へ
と
交
換
さ
れ
、
宿
命
的
悲
観
を
も
農
村
女
性
と
い
う
わ
け
だ
が
、
今

う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興
ど
こ
に
放
出
し
て
い
っ
て
い
い
か
、
　
の
農
村
で
は
長
男
や
父
親
で
さ
え
農

に
大
き
な
問
題
と
し
な
け
れ
は
な
ら
自
分
た
ち
自
身
が
困
っ
て
い
る
よ
う
業
を
あ
ま
り
好
い
て
い
な
い
で
、
止

皿㎜な
い
だ
ろ
う
。
農
業
に
従
串
し
て
い
す
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
打
開
に
つ
い
む
を
得
す
現
状
維
持
と
い
っ
た
と
ご

る
こ
と
を
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
宿
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
で
は
な
い
か
。
農
村
に
嫁
が
な
い

㎜
命
の
よ
う
に
さ
え
考
え
て
い
る
人
た
◎
省
力
省
費
を
目
標
に
、
労
力
を
浮
な
ど
と
い
う
が
、
若
い
女
性
た
ち
は

㎜ち
は
、
自
分
た
ち
目
身
の
仕
事
を
次
　
　
か
し
て
い
く
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
そ
う
い
う
弱
い
状
態
の
、
中
で
嫁
い
で

の
よ
う
に
非
難
し
て
い
る
。
　
　
　
　
◎
現
金
収
入
を
増
し
て
い
か
ね
ぱ
な
い
く
こ
と
を
嫌
っ
て
い
る
ん
だ
」
。

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
矢
張

り
兼
業
が
必
要
で
あ
る
。
と
に
か

く
、
今
日
の
社
会
情
勢
か
ら
、
一

　
に
も
二
に
も
現
金
を
必
要
と
し
て

　
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
意
見
に
つ
い

　
て
は
直
ち
に
反
論
が
あ
り
、
現
金

　
収
入
面
だ
け
を
手
軽
に
求
め
て
い

　く

た
め
に
、
む
や
み
と
兼
業
が
増

　
し
て
、
肝
心
の
農
業
自
体
の
進
路

　
が
動
．
揺
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

　
と
の
強
い
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

◎
農
業
に
対
す
る
考
え
の
グ
ラ
ツ
イ

　
テ
い
る
の
は
、
私
た
ち
だ
け
で
は

　
な
い
。
中
心
と
な
る
べ
き
親
た
ち

　
だ
っ
て
ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
考
え
を

　
も
っ
て
い
な
い
。
大
人
と
い
っ
し

　
ょ
に
な
っ
て
考
え
あ
う
機
会
を
つ

　
く
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

　
て
は
、
「
合
の
若
い
者
な
ど
は
ー

　
と
い
う
気
持
の
大
人
た
ち
と
は
、

　
反
発
し
あ
う
だ
け
で
話
し
あ
い
に

　
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」
「
頭

　
か
ら
お
っ
か
ぶ
せ
る
よ
う
な
態
、
艮

　
を
さ
れ
る
の
で
イ
ヤ
だ
」
と
の
反

　
論
も
あ
り
、
ま
た
「
大
人
は
古
い

　
モ
ン
だ
と
い
う
先
入
観
を
私
た
ち

　
自
身
が
持
っ
て
い
る
か
ら
い
け
な

　
い
の
で
、
青
年
た
ち
も
こ
の
態
度

　
を
反
省
し
な
け
れ
ば
口
」
と
の
慎

　
重
論
も
出
た
。

　
「
自
分
の
職
業
が
一
番
い
い
と
は

誰
も
思
っ
て
い
な
い
も
の
だ
し
、
ど

ん
な
職
種
で
も
つ
ら
い
こ
と
は
あ
る

も
の
だ
」
「
ど
う
い
う
形
で
あ
ろ
う

と
、
職
業
を
決
定
し
た
以
上
は
そ
れ

は
馴
化
す
る
よ
う
に
努
め
、
向
上
す

る
よ
う
進
め
て
い
く
べ
き
だ
」
な
ど

と
他
の
職
種
の
人
た
ち
か
ら
為
意
見

が
寄
せ
．
ら
れ
た
が
馬
農
業
の
賛
否
そ

の
も
の
か
ら
し
て
観
念
論
的
な
弱
さ

が
あ
り
（
講
師
、
助
言
者
な
ど
の
評

か
ら
）
、
も
っ
と
も
っ
と
究
明
し
納

得
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
問
題
が
多

く
あ
る
よ
う
だ
。

　
こ
ん
な
と
き
に
、
女
性
側
か
ら
次

の
よ
う
な
発
言
の
あ
っ
た
の
は
、
青

年
自
身
が
自
ら
を
反
省
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
私
た
ち
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